
水田におげるツマグロヨコバイの卵寄生蜂2種の寄生活動

（ヨコバイ類の天敵に関する研究2．）

三　　浦 正※

　　　　　　　　　　　　　　Tadash1MIURA

Paras1tlc　Act1v1ty　of肋閉倣かo屍α伽∂oz（Ish11）and　G01z励06伽45sp

（Hy血enoptera　Mymar1dae），Two　Egg　Paras1tes　of　the　Green　R1ce

　　Leafhopper，ルクんoた材肌α肌れ6φ3Uh1er　m　the　Pad－d．y　F1e1d

　　　　　（Stud1es　on　Natura1Enem1es　of　Leafhoppers2）

　　　　　　　　は　じ　め　に

　1974年，島根県東部の松江市本庄町と中国山地の大原

郡木次町の2つの地域の水田において，ツマグロヨコバ

ィル幼o賊肋α肌枕ψ5Uh1erの天敵調査を行い，

その調査で膜翅目，ホソバネヤドリコバチ科のGo〃α一

肋θ伽属の1種の活動を確認した．その卵寄生蜂が調

査両地域の水田において，稲作期間を通じてツマグロヨ

コバイの卵に高い寄生率を示し，天敵として重要な役割

を果たしていることを明らかにした．このGo伽z06θ舳

s叫の活動期にトビイロウンカ1Wψα㈹α之α1昭θη5

St色1の卵寄生蜂として古くから知られているタマゴヤ

ドリバチ科のトビイロウンカタマゴバチ肋r伽〃炉o6｛α

α〃oユ（1shn）が，わずかな例ではあったが，ソマクロ

ヨコバイの卵に寄生していることを観察した．

　トビイロウンカタマゴバチがツマグロヨコバイの卵に
　　　　　　　　　1，2，3，4，5）　　　14）　　　　7）　　　　　　6）

寄生することは，江崎ら，安松ら，久野，法僑らによ

って報告されている．本報ではGo〃肋6θ伽sp．とト

ビイロウンカタマゴバチの2種について，水田での活動

と県下各地における寄生率について調査した結果を報告

する．

　調査にあたり宮原康則氏の御協力と種の同定や御教示

いただいた九州大学名誉教授　安松京三博士，同教授

平嶋義宏博士，本学教授　近木英哉博士に感謝の意を表

す．

　　　　　　　　調査の方法

　1．寄生蜂の発生調査

　1975年，6月から9月にかける稲作期間中に実施し，

　※昆虫管理学研究室
※※この研究は文部省特定研究「人聞生存」の’環境改善に対する天敵

　　の役割と利用に関する研究、（代表者平嶋義宏）の補助でなされた．

調査水田は松江市本庄町，島根大学農学部農場の水田

30aで，稲の品種は日本晴，植付けは5月12日になされ

た．農薬は5月28日キタジンP粒剤，ダイアジノン粒

剤を各々10a当り4．5kg，8月12日バリダシン粉剤を

3kg，8月21日バリダシン粉剤を3kg，9月1日サント

リオ粉剤を3kg，9月5日サントリオ粉剤を4．5kg，

9月6日スミヂオン粉剤，バッサ粉剤を各々3kg散布
されている．
　　　　　　　　13）
　調査水田内に高木が考案した吸引粘着トラップを5台

設置して，6月6日から9月18日までの期間，4日目毎

に粘着板を交換し，寄生蜂を採集した．著者は高木技官

の厚意により1台寄贈を受け，同一規格品を製作して使

用した．トラップの設置にあたっては，吸引口の高さを

次のようにした．

　稲の生育初期：稲の葉先と同じかや㌧高め．

　　〃　中期：稲の葉先よりわずかに低め．

　　〃　後期：稲の草丈の中ほどよりも少し高め．

　稲の生育，寄生蜂の飛翔活動，トラップの吸引口の高

さなどは今後検討されるべき点である．

　2．寄生率の調査

　寄生率の調査は，1975年8月25日から9月10日までの

期間に実施した．

　調査水田は，島根県東部の安来市から西部の鹿足郡津

和野町にいたる11地域で11枚の水田を対象とした．

　安来市赤崎町：伯太川と飯梨川の両河川を申心として

開けた水田地帯である．

　松江市本庄町：中海と北山山系にはさまれた水田地
帯．

　松江市下佐陀町：松江の宍道湖から日本海に流れる佐

陀川流域の広大な水田地帯．
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　平田市国富町：松江の宍道湖と島根半島にはさまれた

水田地帯．

　出雲市東林木町：島根半島に隣接した水田地帯で平田

市国富に近い．

　簸川郡斐川町：簸川平野の中央部．

　江津市嘉志町：江津市の山間水田地帯．

　浜田市周布町：浜田市周布平野の中央部．

　益田市紳田町：高津川流域，横田平野の申央部．

　鹿足郡津和野町局峯．津和野川上流の山間水田地帯

　鹿足郡津和野町部栄：高峯の上流にある山間水田地

帯．

　各所有者の許可を得た水田内で，無作為に20株を根元

から刈り取り，実験室に持ち帰って茎数を調べ，1本ず

つ分解して卵塊の有無を検査した．卵塊の産付されてい

る茎は，卵塊を申心に5cm程に切って管ビンに別々に

入れ，軽く綿栓をして幼虫の艀化，寄生蜂の羽化をまっ

た．管ビン内には，脱脂綿に水とチッ化ナトリウムO．1

％液を含ませたものを入れた．

　日数が経遇した卵塊を実体顕微鏡下で検査して記録し

た．

　a：卵塊の卵粒数，卵の大きさと並びかた．

　b：ツマグロヨコバイ幼虫の艀化数と未艀化数

　C：Pα”o｛の羽化数と未羽化数

　d：G0〃肋6θ舳sp．の羽化数と未羽化数

　稲の組織内に産みつけられている卵塊を検鏡すれば，

ツマグロヨコバイの幼虫が癖化した卵塊か，Rα”o｛

の羽化したものか，Go伽玄06ぴ刎sp．の羽化したものか

が判別できる．ツマグロヨコバイの艀化後の卵殻と

Go伽肋㈹∫sp．の羽化後の卵殻は一見して判別が難し

いが，ツマグロヨコバイの幼虫は嬬化脱出にあたって稲

の組織に脱出孔を作らないが，Go〃肋6θ伽sp．は組織

をかみ円形で周辺がぎざぎざになった脱出孔を作る．

Rα〃o｛もGo〃肋o舳45sp．と同じ脱出孔を作るが，

本種は卵殻に褐色の沈澱物が附着しているから判別は容

易である．調査卵には，発育途申で死亡したと思われる

もの，未受精卵と思われるもの，寄生蜂の寄生による卵

内変化の起っているもの，卵が黄色になっているものな

どがあったが，Rα〃〇三とGo〃α肋κ螂sp．の蜻か成

虫の形態が外部から観察できるもの以外は全部健全卵と

し，被寄生卵には含めていないので，寄生率は実際より

もかなりの過少評価になっている．

　　　　　　　　結果と考察

　1．寄生蜂の発生

　松江市本庄町の水田に5台の吸引粘着トラップを設置

し，捕獲したRαη∂0づとG0伽肋θ舳sp．の個体数の
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F1g　1Seasona1　f1uctuatlons　of　the　adu1ts
　　　emergence　of　the　green　r1ce1eafhopper

　　　and1ts　egg　paras1t1c　wasps　co11ected

　　　by　the　st1cky　suct1on　trap1n　the　paddy

　　　f1e1d1n　Matsue

時期的変動を示したのが，第1図である．

　Go〃肋6θ㈱sp．は6月上旬から水田に発生し，9月

下旬の稲の収穫期まで発生がみられた．6月，7月の個

体数は比較的少ないが，8月になって増加しはじめ，下

旬に小さな山を形成し，9月上旬になって低下し，再び

増加して2回目の山を作ったが，この場合の個体数が最

高値を示した．ツマグロヨコバイ成虫の捕獲曲線に多少

のおくれをもちながらよく一致している．

　Pα〃o｛はGo〃励06θ舳sp．に比較して松江地方の

水田では非常に勢力が弱く，捕獲した個体数も少ない

が，6月下旬から9月にかけて生息し活動していること

は事実である．個体数が少なく，これという発生の山は

見あたらないが，8月下旬から9月の中旬にかけて多少

個体数が増加していた．

　2．Go〃励06θ舳sp．の性比の変動

　本種の個生態を明らかにしていない現状では不明な点

が多いが，調査で捕獲された個体について雌雄を調べて

図にしたのが，第2図である．

　性比は雌の比率で示してある．雌の割合は，6月上旬

に高い値を示すが，下旬から7月上旬にかけて低下し，
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F1g2Seasona1f1uctuat1ons　of　the　fema1e
　　　rat1os　of　Goπα¢066ブ〃5　sp　　co11ected　by

　　　the　st1cky　suct1on　trap1n　the　paddy

　　　f1e1d　1n　Mlatsue

7月申旬に高く，下旬から8月上旬に再び低下し，再度

高くなって稲の収穫期にはいった．このように今回の調

査では変化が激しかったが，更に詳細に調査している．

ホソバネヤドリコバヂ科のA〃昭γ伽nr．！ZωθoZ145が
　　　　　　　　　　　　　　8，9，10，11，12）
単為生殖と両性生殖をすると，大竹は報告しているが，

Go伽肋θ舳sP．もA伽gη48nr．！Z伽60Z〃5と全く同

様で，単為生殖，両性生殖の両法いずれによっても寄主

卵に産卵し繁殖することが実験によって明らかになっ

た．

　3．県下各地における2種の寄生率

　島根県下各地の水田で，ツマグロヨコバイの卵に対す

る寄生状況を調査した．その結果を第1表に示した．

　11地域の水田で，刈り取った稲株の総数は220株，茎

数は4，431本であった．それらの茎から採集したツマグ

ロヨコバイの卵塊は，1，236卵塊，卵数は19，279粒あっ

た．これらの卵塊の中で，R伽6o｛かGo〃肋oθ舳

sp．のいずれか，あるいは両種が同一卵塊に寄生してい

たものは，992卵塊あった．これらの卵塊内での被寄生

卵は，12，179粒あった．全く寄生蜂に関係していないも

のと判定した卵塊が，244卵塊，その卵数は7，100粒で

あった．県下各地域を平均してみると，8月下旬から9

月上旬にわたるツマグロヨコバイの卵で，2種の寄生蜂

の攻撃を受けない，個体群成長の出発点となる卵の割合

は，卵塊でわずかに19．74％，卵粒にして，36．83％の率

であった．卵塊の約80％，卵粒の約63％は2種の攻撃

によって制御されている．

　A）R伽∂o｛とGo〃肋oθ舳sp．の両種をこみにし

　　た寄生率

　両種の寄生をこみにした場合の卵塊寄生率をみると，

島根県西部の益田市神田町の水田が最低で，62．16％，

最高は同じ西部の鹿足郡津和野町高峯の水田の96．30％

であった．これらの各地域での平均卵塊寄生率は，

80．26％の高率となる．

　卵粒寄生率も益田市紳田町の水田が最低で，47．91％，

最高は鹿足郡津和野町高峯の水田の82．55％であり，平

均卵粒寄生率は，63．17％となる．

　2種の寄生蜂の寄生活動をこみにしてみた場合に，寄

生率が最低を示した益田市神田町の水田では，R〃Z∂0｛

も　Go〃励ooθ舳sp　も，ほとんど同程度の寄生率を示

している点に，あるいは種間相互の複雑な問題を含んで

いるようにも考えられ，興味ある問題である．この益田

市の水田を除いた他の10地域では，1種の勢力が極めて

強く，他の1種が弱いかあるいは全くない状態である．

地域によって，Pα〃6o乞の勢力が強い地域はGo〃αfo一

鮒郷sp．が弱く，Go〃励ooθ舳sp．の強い地域はP

伽60｛が弱い傾向がみられる．今回の調査においては島

根県では　般的にいって，東部地方にGo伽玄ooθ舳sp．

の勢力が強く，西部地方にRα”o｛の勢力が強い傾向

が認められる．

　B）R伽あの寄生率

　R伽∂o｛が単独に寄生していた卵塊は，561卵塊，こ

の卵塊内での被寄生卵は，6，568粒あった．卵塊寄生率

は，出雲市東林木町の水田が最低で，2．OO％，最高は江

津市嘉志町の水田の92．05％，県下の平均卵塊寄生率は，

45．39％となった．卵粒寄生率は，平田市国當町の水田

が最低で，1．48％，最高は江津市嘉志町の水田の66．50

％であった．平均卵粒寄生率は，34．07％となった．ツ

マグロヨコバイの卵密度の％をRαη∂o｛が制御してい

る計算になる．

　今回の調査結果ではR伽∂0｛は一般に県東部地方で

勢力が弱く，安来市赤崎町水田で3．89％，松江市本庄町

の水田で4．52％，松江市下佐陀町の水田で3．80％，平田

市国富町の水田で148％，出雲市東林木町の水田で272

％と，東部地方一帯では寄生率が5％以下である．東部

においても特殊な地域があり，簸川郡斐川町の水田で

45．63％の高率で寄生しているが，生息環境が不明であ

る．西部地方では寄生率が高く，江津市嘉志町の水田で

66．50％，浜田市周布の水田62．69％，鹿足郡津和野高峯

の水田49．03％，同部栄の水田49．70％であった．益田市

神田町では両種が同じような寄生率を示している．
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　C）Go〃砿oo舳1∫sp．の寄生率

　Goηα玄o02伽sp．の寄生していた卵塊は，352卵塊，

被寄生卵数は4，232粒であった．江津市嘉志町と鹿足郡

津和野町局峯の両水田からは，本種だけの単独寄生卵塊

は採集されなかったが，Rα〃∂0｛と同一卵塊内の卵粒

からは本種が発見された．

　卵塊寄生率は浜田市周布の水田が最低でO．67％，最高

は，松江市木庄町の水田の83．33％，県下の平均卵塊寄

生率は，28．48％となった．卵粒寄生率は，浜田市周布

の水田が最低で，O．18％，最高は出雲市東林木の水田の

70．26％，平均卵粒寄生率は21．95％となり，Rα〃∂0｛

よりも12．12％ほど低率となった．

　今回の調査では本種は県東部地方で寄生率が高く，出

雲市東林木町や松江市本庄町では特に勢力が強いことが

わかった．

　D）Rα〃60｛とG0〃肋oθ舳s　p．の同一卵塊での寄

　　生

　両種が同一卵塊に寄生していた例が，79卵塊あった．

松江市，平田市，出雲市の水田では，その例がみられな

かったが，他の8地域ではいずれも採集され，浜田市周

布町の水田では26卵塊も採集された．このことからみて

この現象は珍らしいものではないと思われる．この両種

による卵塊寄生率は，安来市赤崎町の水田の090％を最

低に，鹿足郡津和野高峯の水田の35．19％が最高で，県

下の平均卵塊寄生率は6．39％となった．この両種は卵塊

共寄生の形をとるが，卵粒単位では全くこの共寄生は認

めていない．卵粒寄生率は，安来市赤崎町の水田が最低

で1．71％，最高は津和野高峯の水田の33．52％，平均卵

粒寄生率は7．15％であった．両種の卵塊内での卵粒の占

有率をみると．いままでの観察例では常にRα〃∂oづが
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優占している．これはR伽∂0｛の勢力が弱い地域にお

いても同じであった．

　以上は県下各地域における卵塊寄生率と卵粒寄生率を

吟味したが，この寄生率（2種の勢力分布）を図で示し

たのが，第3図である．

　4．2種の寄生蜂の卵塊内の卵粒寄生率

　R伽∂oづやGo伽之06θ舳sp．が水田内で寄主卵塊を

発見し，産卵活動をする場合に，卵塊内の卵粒にどの程

度攻撃を加えるかを知るた酬と作図したのが第4図であ
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　図に示したように，卵塊内におる卵粒のほとんどのも

のに攻撃を加えていることがわかる．産卵にあたって

は，卵塊内に並列している卵粒を片方の端から順序よく

攻撃するらしく，被寄生卵が整然と並んでいる場合が多

い．G0〃励06θ㈱sp．がRα”0｛と同一卵塊内で寄生

する場合には，P伽6o｛が産み残した寄主卵を探して

攻撃しているのか，R伽∂0｛の被寄生卵の間に1卵か

2卵のGoπ肋66伽s叫の被寄生卵が混じっている例

が多かった．

　5．寄主の卵塊の大きさと寄生率

　採集した卵塊サイズと寄生率の間の関係をみたのが，

第5図である．Rα刎o｛もGo伽之oo舳15sp．も寄主の

卵塊の卵粒が多くなると寄生率は多少低下していく傾向

がみられた．

　6．水田内の寄主密度と寄生率

　水田内におけるツマグロヨコバイの成虫密度と産下卵

の関係，この卵粒密度と寄生蜂の密度及び寄生率の問題

は非常に重要な研究課題であるが，本調査の目的ではな

かった．こ㌧では調査地域の稲の20株から得た茎を単位

として，卵粒数／茎数を求めて寄生率がどのように変化

するかを知ろうとした．この関係を第6図に示した．

　図に示したように今回の資料からは寄主密度と寄生率

の関係についてはっきりした傾向はみいだせなかった．

　　　　　　　　お　わ　り　に

　この報告は，ツマグロヨコバイの卵寄生蜂，トビイロ

ウンカタマゴバヂとGo伽オ06κ附sp．の2種について，
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　Fig．6The　re1ation　between　the　parasitzed

　　　　　eggs　by　two　paras1tes　and　the　number

　　　　　of　eggs　per　stems　m　the　paddy　f1e1ds

水田における成虫の発生時期と島根県下各地における寄

生率を調査した結果である．松江市本庄町の水田に吸引

粘着トラップを設置して寄生蜂を採集した．Go伽玄06θ一

舳sp．の最初の世代の成虫は6月初旬に出現し，その

発生のピークは9月下旬にあった．トビイロウンカタマ

ゴバチは松江市地方においてはGo〃α肋舳45sp．と同

じ時期に発生するが密度が低かった．水田において採集

したGo〃肋6θ閉∫sp．の性比を調査してみると雌の割

合が高かった．

　島根県下各地の水田における卵粒寄生率の平均は，ト

ビィロウンヵタマゴバチによるものが，34．07％，Go一

η肋oθ閉5sp．によるものが，21．95％であった．

　トビイロウンカタマゴバヂとGo伽乏ooぴ螂sp．の2種

の寄生率をこみにした場合の最低は益田市神田町の水田

の4791％，最高は鹿足郡津和野町局峯の水田の8255％

で，県下平均では63．17％の高寄生率となった．

　2種の寄生蜂の寄生率をみると，島根県東部地方で，

Goη肋6κ伽sp．が，西部地方でトビイロウンカタマゴ

バヂの勢力が強い傾向がみられた．

　2種の寄生蜂とも寄主卵塊内の卵粒に高い寄生率を示

す．

　トビイロウンカタマゴバヂとGo〃励06θブ鮒sP．はツマ

グロヨコバイの天敵として非常に重要な役割を果たして

いることが明らかになった．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S咽mmary

　Two　kmd．s　of　paras1tes，Pαrα6θ〃炉oろ吻伽6α（Ish11）and．Go〃勿ooθr〃5sp，were　mves－

t1gated　on　adu1ts　at　the　paddy　f1e1d　and　paras1t1sm　on　the　eggs　of　the　green　r1ce

1eafhopper，ル幼o肋〃”α〃けπφ∫Uh1er1n　Sh1mane　Prefecture

The　resu1ts　are　summar1zed　as　fo11ows

　1In　Matsue，ad．u1ts　of　the　f1rst　generat1on　of　Go伽肋θ閉∫sp　emerged　m　the　ear1y

of　Ju1y，and　the　f11ght　reached1ts　peak　at　the　end　of　September1n1975

　2Popu1at1on　of　Go吻玄ooθ〃5sp　was　h1gher　m　the　end－of　September　than　m　the

other　monthes　at　the　paddy　f1e1d　m　Matsue

　3At　a　per1od－of　the　r1ce　growmg　season，fema1es　of　Go〃砿06θ閉∫sp　were　more

abundant　than　the　ma1es

　4　0n　the　a∀erage3407％of　the　eggs　ofル助oカθ娩”ακ肋ψ5were　paras1t1zed　by

P〃ooθ〃炉o肋α伽6oz　and2195％by　Go〃励06θ閉∫sp　at　the　paddy　fle1s　m　Sh1mane

Prefecture

　5Tota1paras1t1sm　by　two　spec1es　was6317％on　the　average，rangmg　from4791％

to8255％，at　the　paddy　f1e1s1n　Sh1mane　Prefecture


